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 中山間事業の方々にお世話になって             4 月に植え付けた稲が大きく伸び、黄金

色の稲穂をつけています。10月 19日、 再度、お世話になって 5年生の子ども達

が『稲刈り』を体験しました。 

 

 

 稲の刈り方、刈り取った稲の束ね方、干し方、それぞれ丁寧に

手取り足取り教えて頂きました。 

右手に鎌、左手で持ち、鎌を引きます。 

ザクッという音と手に残る感触。気持ち 

の良いものです。経験しなければわから 

ない心地よい感触です。最初は恐る恐る 

だった子ども達でしたが、あっという間 

に上手になりスピードも上がりました。 

刈った後の稲は６束ずつ束ねます。束ね 

方が緩いと干し竿にうまくかけることが 

できないので、しっかり束ねる必要があります。顔にも力が入り、グッと力を振り 

絞って束ねる子もいれば、二人で力を合わせて協力し合う子達もいます。この作業も 

とても上手になりどんどん進みました。みんな作業した後は、とても甘くておいしいミカンまで頂きました。

頑張って働き、いい汗をかいた後のミカンの味は格別だったようです。この後は「脱穀」が待っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己実現 自主自立  本物の笑顔のために 
や さ し く 

か し こ く  

たくましく 

優しく教えて頂き、、
上手だねと褒めて 
くださいました。 


